
         
   

11

月
16

日
（
日
）、
上
堀
地
籍
の
拾
ケ

堰
コ
ー
ス
に
於
い
て
、
第
21

回
（
堀
金
村

時
代
か
ら
通
算
61

回
）
堀
金
駅
伝
・
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
の
朝
は
西
高
東
低
の
気
圧
配
置
の

為
、
寒
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
好
天
に

恵
ま
れ
、
選
手
・
応
援
者
・
ス
タ
ッ
フ
が
一

丸
と
な
り
大
会
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

本
大
会
の
変
遷
（
概
略
）
に
つ
い
て
触
れ

て
み
ま
す
。 

令
和
元
年
の
55

回
大
会
ま
で
は
、
堀
金 

        時
代
か
ら
続
い

た
「
堀
金
一
周
駅

伝
」
で
各
地
区

（
区
）
を
タ
ス
キ

で
繋
い
で
お
り

ま
し
た
。
そ
の

後
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
流
行

し
、
56

・
57

回

大
会
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

58

回
は
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
の
み
、

59

回
は
拾
ケ
堰
コ
ー
ス
で
走
者
８
人
の
駅

伝
大
会
。
昨
年
か
ら
、
名
称
を
「
堀
金
駅
伝
・

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
と
し
て
、
駅
伝
部
門

（
性
別
・
年
齢
制
限
な
し
の
走
者
５
人
）
・

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
部
門
を
設
け
、
開
催
し
て

お
り
ま
す
。 

順
位
・
記
録
は
次
の
と
お
り 

 
 
 
  
 
 

 

〘
敬
称
略
〙 

 ≪

駅
伝
部
門≫

 
 

１
位 

 

小
田
多
井
地
区
公
民
館 

 
 

２
位 

 

下
堀
地
区
公
民
館 

 

３
位 

 

倉
田
地
区
公
民
館 

 ≪

世
代
別
優
勝≫

 
 

小
学
校
男
子 

 
 

白
川 

陽
翔 

 

小
学
校
女
子 

 
 

前
田 

 

綾 
 

中
学
校
男
子 

 
 

小
出 

遥
人 

 

中
学
校
女
子 

 
 

高
石 

悠
花 

 

10

代
（
高
校
生
以
上
）

男
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
岩 

虹
太 

 
 

 

10

代
（
高
校
生
以
上
）

女
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
平 

百
葉 

 

20

・
30

代
男
子 

山
中 

寛
也 

 

20

・
30

代
女
子 

 

40

・
50

代
男
子 

小
松 

康
則 

 

40
・
50

代
女
子 

山
下 

紀
美
子 

 

60

歳
以
上
男
子 

棚
瀬 

直
紀 

 

60

歳
以
上
女
子 

 
≪

出
場
記
念
賞≫

 
 

35

回
出
場 

 
 

 
 

丸
山 

純
一 

 

5

回
出
場 

 
 
  

山
下 

紀
美
子 

 

5

回
出
場 

 
 

 

山
下 

祥
一 

 
   

   
   

  
 
 
 

田
中 

那
月 

 

堀
金
公
民
館
だ
よ
り 

 

  第６９号 

回 覧 

堀金地域人口 
 

男 4,２３７ (＋ ４)
女 4,４７７ (＋ ８) 
計 8,７１４ (＋１２)  
世帯数 3,6２４  
         (＋ ８) 

 【１２月１日現在 】 

駅
伝
・
ロ
ー
ド 

 
 

レ
ー
ス
大
会 

裏
面
に
続
く 

 



11

月
28

日
、
堀
金
公
民
館
講
座
「
戦

争
遺
跡
を
歩
く
」
を
開
催
し
、
15

名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

豊
科
郷
土
博
物
館
の
原
明
芳
館
長
を
講

師
に
、
有
明
空
襲
の
あ
っ
た
場
所
や
有
明

演
習
場
跡
、
松
本
市
の
護
国
神
社
・
神
社

北
方
の
陸
軍
墓
地
を
訪
ね
て
、
戦
争
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
新
た
な
価
値

観
を
身
に
つ
け
ま

し
た
。 

受
講
者
の
感
想

と
し
て
、
「
実
際

現
地
に
行
き
遺
跡

を
見
て
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
を
再
確
認

し
ま
し
た
」
「
今

後
に
伝
え
残
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
」 

  

            
                

 

《 

１
月
の
公
民
館
事
業
予
定 

》 
 

・

１
・

日
（
木
）
元
日 

年
始
休
業
・
休
庁 

・

２
・

日
（
金
）
年
始
休
業
・
休
庁 

 

・

３
・

日
（
土
）
年
始
休
業
・
休
庁 

・

４
・

日
（
日
）
年
始
休
業 

 

11

日
（
日
）
二
十
歳
の
集
い 

18

日
（
日
）
新
お
宝
発
見
講
座 

21

日
（
水
）
子
育
て
サ
ー
ク
ル
〝
常
念
っ
子
〟 

22

日
（
木
）
堀
金
人
権
教
育
推
進
協
議
会 

26

日
（
月
）
サ
ポ
ー
ト
会
議
（
予
定
） 

             

玉
葱
苗
植
う
鵯
の
声
し
き
り  

降
旗 
牛
朗 

玄
関
に
二
鉢
並
ぶ
菊
日
和 

  

丸
山 
和
加
子 

旅 

へ
て
山
な
る
洗
濯
海
の
日
よ 

浅
野 

希
久
子 

編
集
後
記 

堀
金 

俳 句 

生
活
す
る
の
に
、
三
つ
の
居
場

所
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 第

一
の
場
所
（
フ
ァ
ー
ス
ト
プ

レ
イ
ス
）
が
「
家
」
。
第
二
の
場
所

（
セ
カ
ン
ド
プ
レ
イ
ス
）
が
「
職

場
」
。
そ
し
て
、
そ
の
二
つ
の
中
間

点
に
あ
る
第
三
の
場
所
を
「
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
」
と
呼
び
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
「
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
」
〘
「
居
場
所
（
「
逃
げ
場
」
に

も
な
り
得
ま
す
」
〙
は
あ
り
ま
す

か
？ 

あ
る
と
す
れ
ば
ど
こ
で
し

ょ
う
か
？ 

 
 
 
 

〖
朴
風
〗 

   

「
」
難
し
か
っ
た
ら
、
現
状
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
よ
が
り
も
一
歩
踏

み
込
ん
で
、
「
相
手
の
立
場
に
近

づ
く
」
努
力
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。 

【
朴
風
】 

 

 

堀
金
芸
術
文
化
協
会 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

 
初
春 

山
本
扶
美
枝
先
生
の
民
謡
教
室
の
開
催 

 

◆
主 
催
：
堀
金
芸
文
協 

駒
の
会 

◆
期 
日
：
令
和
８
年
１
月
11

日
（
日
） 

午
後
２
時
～
４
時 

◆
会 

場
：
堀
金
公
民
館
講
堂 

 

❝
大
き
な
声
は
平
和
の
証 

皆
で
唄
い
ま
し
ょ
う
❞ 

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
と
人
権
教
育 

パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
は
、
一
つ
と

し
て
同
じ
形
の
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
い
て
周
り
の
ピ
ー
ス

と
ピ
ッ
タ
リ
と
組
み
合
わ
さ
り
ま

す
。 人

も
そ
れ
ぞ
れ
が
、
こ
の
世
に

た
っ
た
一
人
の
存
在
。 

姿
形
や
個
性
は
違
う
け
れ
ど
、

誰
も
が
誰
か
に
支
え
ら
れ
、
ま
た
、

誰
も
が
誰
か
を
支
え
て
い
る
。 

 
 

護国神社内の忠魂碑 

３月１日

（日）へ 


